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2008 年 8 月 29 日未明に発生した愛知県内の豪雨は、岡崎市や名古屋市を中

心に 1,000 棟以上もの床上浸水の被害をもたらした。 

名古屋市では 2000 年に東海豪雨を経験して以降、災害ボランティア養成の仕

組み、またボランティアと行政組織や企業との連携体制が少しずつ整えられて

きた。今回の水害は、それらの新しい仕組みが実質的に初めて自らの地域で試

される場となった。 

平常時から互いの顔を知る関係づくりが災害時のボランティア活動の質を高

めたことは誰もが納得する形で確かめられたが、一方で名古屋の災害ボランテ

ィアが東海・東南海地震に備える上での新たな課題も見つかった。 

例えば、初期の情報収集やボランティアの裾野の開拓などの面で見受けられ

たこれらの課題は、単に災害ボランティア界にとどまらず、地縁組織と NPO・

ボランティアとの連携、都市における（福祉の制度では救い難い）孤立者の存

在など今の社会が直面する問題を多く内包する。本稿ではそのいくつかを紹介

し、今後の展望を述べる。 
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